
男子
男子の予選、準決勝は、1週
前のSSSカップと同じ東京
ポートボウル。この大会でもレ
フティー有利の流れは変わら
なかった。1位の森本健太以下
上位6位までを占め、右では永
野すばるが7位、木村晃が8位
で決勝ラウンドロビンに滑り
込んだ。
会場をサンスクエアボウル

に移しての決勝ラウンドロビン
では、ふたりの逆襲があるかと
思われたが、結局進出順位の
ままに終わった。総当たり戦を

が、4度目のTV決勝進出でよ
うやく今季初優勝を飾った。

11月25～27日
サンスクエアボウル・東京ポートボウル

◀同じ奈良県出身、ま
た同じ人（辻本博樹さ
ん）から教わっている
という大久保（左）と久
保田が優勝
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わってしまった」と完敗を認め
た。247：182で制した久保田

大久保雄矢 1年目の初Vで実力証明
久保田彩花 足踏みからの新たな1歩

アパグループの特別協賛で誕生した本大会は、第3回を迎えた今年も、男子128名、女子
110名のプロが参加して、都内北区のサンスクエアボウル（女子及び男子決勝）と、港区の東
京ポートボウル（男子予選・準決勝）の2会場で行われ、男子は今年デビューの大久保雄矢
（60期・フリー）が初タイトルを獲得すれば、女子は久保田彩花が3年ぶりの4層目を挙げた。
（主催：(公社)日本プロボウリング協会　特別協賛：アパグループ）

▲「周りを見るよりレーンに集中して、落ち
着いて対応できた」と、3年ぶりのタイトル
獲得の久保田
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▲「右レーンのアジャストがうまくいか
ず、どうしたらよかったのかわからない
まま終わってしまった」と斉藤

▲「ウレタンボールを使ったけど、指
が滑ってどうしようもなかった」と、や
や不本意だった小原

▲今季2勝目はならなかった坂本
「もうちょっと思い切って判断がで
きればよかったかなと思う」

▲新人戦2位、レギュラーツアーでも
千葉オープン3位など存在感を発揮し
ていた大久保が、1年目でタイトルホ
ルダーに

位、久保田が3位につけてお
り、その3名がTV決勝に進出
した。
3位決定戦、久保田の1フレ

は③④⑥⑦のスプリット。「い
つもならパニックになったと思
うけど、これは変化したなと
思って中に寄った」と、2フレ
から見事な10連発で、276：
207と姫路を圧倒した。
優勝決定戦でも久保田は、ダ

ブルスタートのあと3フレのス
ペアをはさんで4フレからフィ
フスとほぼ完璧な内容。一方の
坂本は「ポジションマッチのと
きから左レーンに不安があった
ので、10フレが右になるよう
にレーン選択したけど、最後ま
で全然アジャストできずに終

■男子優勝・大久保雄矢
準決勝の前にボールをサン

ディングして投げたら、イメー
ジがよくて969（4G）を打て
た。決勝のサンスクエアボウル
は、プロテストですごくイメー
ジがよかった。そのときにも有
効だったロックオン・ウレタン
だけで通した。ただ普段は、ピ
ンアクションがよくてレーンに
左右されにくいリアクティブを
メインに考えていて、リアク
ティブがダメなときの保険でウ
レタンを使うタイプ。
優勝の実感はまだあまりな

い。ただプロテストの実技では
トップ合格だったのに、原口
（優馬）プロにレギュラートーナ
メントのタイトル獲得で先を越
されたので、自分も早く優勝し
たいという気持ちが強かった。
だからうれしいですね。また成
績が出るにつれて、先輩からも
話しかけてもらえることが多く
なって、トーナメントに出るの
が本当に楽しい。
優勝ボール：コロンビア300 
ロックオン・ウレタン

■女子優勝・久保田彩花
優勝決定戦は、男子がみんな

左利きの人だったので、あまり
変化していないだろうな、あと
は（坂本）かやちゃん次第だなと
思っていた。かやちゃんが弱い
目のボールで中から私のライン
をまたぐ感じだったので、これ
は内ミスがきくなと、ポジティ
ブにとらえられた。その優勝決
定戦と3位決定戦に関しては、
投げミスもあったけど、それほ
ど悩まずに投げられた。
今年はステップラダーに残っ

ても勝てなくて、大岡産業は明
らかに自分のせいだけど、ほか
は納得のいかない負け方が多く
て…。みなさんからも惜しい
ねって言われ続けているのが
ずっと苦しかった。何をすれば
いいのかがわからなかったけ
ど、そんななかでも少しフォー
ムをいじったり、投げる軸を変
えたりと取り組んできたのが、
実を結んだのかなと思う。
優勝ボール：900GLOBAL
（ABS）リアリティ・エックス
トゥエルブ

今月の表紙

7勝1敗の大久保がトップ
シード、小原照之が2位、
斉藤琢哉が3位での進出と
なり、前年優勝の志摩竜太
郎は、次点の4位にとど
まった。
3位決定戦は、終盤まで
互角の展開だったが、とも
に4フレから続いていたス
トライクが、小原は8フレ
で切れたのに対し、斉藤は
10フレ1投目まで伸ばし、
256：226で斉藤が勝ち
上がった。
その斉藤は、女子の3位
決定戦をはさんだ優勝決
定戦で「そんなに変わって
いないだろうと思ってい
たら、練習ボールで1個も
ストライクがこない。やば
いなという状態で始まった」。
一方、大久保は「外の方が不利
だと思ったので、思い切り中に
寄って、スピード調整だけをし
た」と、もたつく斉藤を尻目に
1フレから6連発。そのまま
246：203で快勝、デビュー1
年目でのタイトル獲得を果た
した。

女子
女子は、ラウンドロビンの中
盤から坂本かやと久保田彩花
の首位争いが続いていたが、
ポジションマッチを269：
201で制した坂本がトップ
シード、久保田が2位、そして
姫路麗が3番目の椅子を確保。
大会前の時点で、ポイントラン
キングは姫路が1位、坂本が2
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